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本誌の前身誌 『国際文化論集』 第27号 (2003年３月20日発行) に掲載さ
れた研究ノート ｢20世紀前半期におけるモンゴル定住地域のイヌの諸相｣
(以下 ｢前稿｣ と略す) において, 筆者は20世紀前半期のモンゴルにおけ









｢満蒙｣ のイヌは毛皮原料として, 古くは現地の人たちに, のちには安
価な毛皮材として高く評価され, この地域の特産物として広く世界に向け
― ―409






















色濃く反映して, なかなかに込み入っている｡ たとえば, ある見解では,
中国の主要毛皮産地は, 三つに分類される｡ ｢南支那｣ ｢阿爾泰・天山山脈
一帯｣ そして ｢満蒙｣ である｡ それぞれの主要集散地を前掲産地順にいう
と, 漢口, 天津, 奉天・錦州となる (奉天商業会議所 1923,2：33)｡ さら
に ｢満蒙｣ 地域に問題を絞り込んでみても, その地の北と南では, 取引そ
の他の事情はまったく異なる｡ ｢哈爾賓, 満洲里等ノ北満洲各地ニ於テハ

















けであるが, そのさい, 中尾佐助博士も, 快く談話聴取に応じてくださっ
たのである (藤枝博士分については, ｢西北研究所の思い出―藤枝晃博士
談話記録―｣ (『奈良史学』 4, 1986年) に, また梅棹博士分については,
『回想のモンゴル』 中央公論社 (梅棹忠夫著作集第二巻 『モンゴル研究』)
に一部が採録されている)｡









毛皮獣なんて, なんでもないよ｡ そりゃ犬だろうって｡ すぐ羊を皆考え






するに1945年以前) の ｢大陸｣ にかかわる日本人の旅行記のたぐいのなか























名な, 北方動物研究の泰斗ともいうべき犬飼哲夫は, 戦中期, さかんにイ
ヌ毛皮の効用を主張していた｡ ｢実用毛皮として満洲は山羊, 羊, 犬, 猫
の毛皮の産出に於て世界有数であって一般民衆の間には山羊, 羊, 犬が非
常に広く用いられて｣ いるが, それは ｢満洲の田舎｣ 特有の事情, すなわ
ち ｢匪賊に対する警戒と防衛の意味｣ で多くのイヌを飼養していることに
より, また ｢犬皮は毛皮として防寒力が強く, 狸, 馴鹿, 緬羊に次ぎ兎,
栗鼠を凌ぎその耐久力に於ては兎の三十倍, 狸の四倍, 馴鹿の二倍に当り,
比較的耐久力の強いと云はわれている海獣オツトセイより遙かに強いので
ある｣ と, その多重的な有用性を強調している (犬飼 1940：40)｡
動物学者の森為三も同様の評価をしている｡ ｢将来満洲に於いては, 犬
と鼬の毛皮は注目すべきものと思ひます｣ と述べるが, その見通しは,
1936年満洲国外国貿易統計の ｢輸出毛皮｣ に基づいてなされている｡ すな
わち, イヌ毛皮は, 35万枚, 金額にして107万円の数値を示すが, それは





し又は雑貨と交換する｡ 一般にこの皮買店は山貨店と称し, 毛皮の外, 獣
毛, 獣骨等何んでも動物関係のものを取り扱ふ店で大都市では町端れに又




















択, 屠殺期, 乾燥法などを攻究したなら, 将来の著い満洲の生産物をなす
に至るであらう｣ (同前) と, イヌ毛皮のメリットを事細かに主張してい
るのである｡
イヌ毛皮の大きなメリットは, 犬飼の言葉を借りれば ｢一般民衆用とし
て利用範囲｣ (同前) が広いという点であり, それこそがイヌ毛皮が ｢価
格の点に於ては到底天然産野獣毛皮と比較すべくも非ざれども産額頗る莫







モンゴル及びその周辺地域 (当時 ｢満蒙｣ と称されていた地域) について
当時の各種記述資料にそくして見てみよう｡ いうまでもなく, それら統計












業者は, 非常に排他的であり, その技術, 取引, 価格などについては, 厳
重な秘密主義をたもっているので, 実情を知るのは容易でないという (手
島 1938：35)｡ こうした状況も統一的な統計の実現を阻む要素であろう｡








年の約44倍にもなっているのである (1934 : 67)｡ 地域限定的な需
要が一気に拡張されたことを如実にうかがわせる数字の変遷である｡ さら
に範囲を広げて検討することもできる｡ 犬飼による ｢満洲より輸出された
イヌ毛皮｣ では, 1925年段階では22万枚であったものが, 28年には50万枚
を突破し, 31年には実に60万枚にまで達している (犬飼 1933：17)｡
小澤による ｢支那全土より輸出されたイヌ毛皮｣ を見ると, 1925年にして
すでに76万枚の輸出実績が掲げられている｡ 小澤はさらに, 毛皮輸出の最
大積み出し港は天津で, 大部分はそこから出荷されるが, イヌ毛皮につい
ては大連, 牛荘などからも出るという (小澤 1928：128)｡




ばしていったことがよくわかる (原山 1999)｡ ｢実に防寒と装飾をかねて
優秀品, 高価な川獺と見まごう｣ (笹目 1976：242) といわれるタルバガ
ンは, 高級毛皮のイミテーション, いわばあってもなくてもよい贅沢品で
あり, より安価な代替品はいくらも想定できるということになるのである
(笹目 1976)｡ イヌ毛皮の最大のメリットの一つは, 犬飼の言を借りれば,
｢一般民衆用として利用範囲｣ が広い (犬飼 1933：19) という点であり,
それこそが, イヌ毛皮が ｢価格の点に於ては到底天然産野獣毛皮と比較す





年 1925年 1926年 1927年 1928年 1929年 1930年 1931年
枚数 22万枚 24万枚 28万枚 51万枚 36万枚 47万枚 60万枚
このような巨大な需要に対応した毛皮加工場が確保されていたかという
と, それは満足すべき状況だったとは到底いえなかった｡ 1932年の統計に
よると, ハルビンにおいては, ６軒の ｢犬皮の半鞣をする支那手操製革所｣
があるというが, そこで処理されるイヌ毛皮の数は9,300枚ないし14,000
枚である｡ うち最大規模の ｢ウンファーチャン｣ (1932年創設の最古参)




も見落とすことができない｡ かれによれば, ｢支那種｣ のものより ｢蒙古
種｣ のほうが優良であり, ｢蒙古種｣ のなかでも ｢最も価値のあるものは











1904 (明治37) 年, 日露戦争に従軍していた渋川玄耳 (柳次郎) は, 沙
河の街頭で ｢処処に皮を剥がれた犬の屍が横たはって居る｣ のを目撃して
いる｡ ｢襟巻に為ったのか, 足包みに為ったのか｣ というのはその用途に







る｣ と ｢野犬｣ のつかいみちについていうのは, 上田恭輔である (上田
1930：145)｡
３．イヌ毛皮は実用品であり貴重な収入源であった
｢冬になると, ハイラルの街を, 蒙古人が狐, 狼, 貂などの毛皮を手に
ぶら下げて歩いている｡ 行きかうロシア人をつかまえては買わないかと云
う｡ そのロシア人と蒙古人と, 零下三十何度という酷寒の下に, シューバ
の襟や髭を真白に冰らせながら, 毛がいいとか悪いとか高いとか廉いとか





で重ねてある｡ ハイラルの街の真ん中で, その駱駝の車を停めて, 一枚二












｢ルイ｣ が ｢犬殺しの手に陥ちて北崗子にある野犬置場｣ にほうりこまれ
たとき, 大雪の降るなか ｢犬殺しの家｣ についてみると, ｢家の壁や土間
に, なめした犬の皮が所狭いまでに並べ立ててある｡ そして譬へがたい不
快な臭気が鼻を衝いて流れてきた｣ という｡ そしてその野犬収容のための
｢吹きさらしの置き場｣ には ｢二坪ばかりの檻｣ があり, 30頭あまりの犬
が ｢喧々囂々と混乱していた｣｡ 愛犬家でもある八木はその様子を ｢正視









ワイニー｡ 122683) の 『世界征服者の歴史』 によると, モンゴル人たち
の ｢衣服は犬や鼠の皮だった｣ という ( Juvaini 1958 : 21)｡ また, 時代は
くだるが, アルタン＝ハンの法典の窃盗に関する条項のうち, 盗まれた品
目のひとつに ｢犬の毛皮のコート｣ があるのである (Bira 1977 : 17)｡ ハ
ンギンによれば, このような fur coat made of dog-hideは, と






ふ｣ という報告があり, なおそれによれば, 同市の家畜屠殺場から出た屠




｢何んでも喰いつかうとする｣ 狂犬が, 丘をかけあがってきて, ゲルの集
落内に暴れこむ｡ そこで飼われていた ｢黒毛の番犬が八, 九匹総出で, こ


























グは, トルファンの城壁で ｢固く凍った犬の死体の, ぞっとするような山
で満たされた堀｣ を見ているし, バルクルの城壁の外にも ｢投げ捨てられ
た, 凍った汚物や犬, 猫の死体｣ があり, ヤルカンド旧市街の城壁を巡っ
たときにも ｢犬の死体が恐ろしいほど積み重なっているところ｣ に出会っ
ている (ショーンバーグ 1986：148)｡ かれがなんども見たイヌの大量の
死体は, もしかすると狂犬病が発生したさいに組織的に駆除されたものか





である｡ 品種としては, モンゴル (ハイラル) 種と中国種とに分けられ,
モンゴル種を優良としている｡ 仕入れは漢人の仲買人が, 先にも述べた村々










ンの近郊にある漢人居住地域) には, こうした工程のために, 十軒以上の
零細な家内工業的な工場がある (哈爾浜日本商工会議所 1928：67)｡
1939年ハルビンを訪れた春山行夫は, ｢土着民の風俗｣ として, ｢犬の毛
皮で造った耳かくしのある帽子｣ が外国人の旅行者の興味をひくしろもの
であると記述している (春山 1940：255)｡ また, 春山は, その街のバザー
ル, というよりは小盗児市場という俗称のほうが有名な古物街で, シュー




1940：239240)｡ 当時の満洲において, 実際にイヌ毛皮の ｢外套｣ の恩恵
にあずかった人の記事もある｡ 1935年, 農林省派遣官吏として, 新京の満
洲国興農部に赴任していた平野勝二は, 着任した35年11月から約40日間に
わたって, 熱河省寧城県に総合調査に出向いた｡ かれは ｢極寒の時期とて,
犬の毛皮を裏打ちにした外套, 二た重ねの手袋, アザラシの長靴, 毛帽と
いったものものしい扮装で, 歩くのさえ厄介｣ な移動をしたのである (平
野 1965：406)｡ 寒さの本場におけるイヌ毛皮への評価が, どのようであっ
たかをうかがわせる記事といえよう｡







































ではない｡ 鳥居龍蔵によれば, 海岸居住のコリヤークは, 夏の海獣の狩猟
期, 湿り気や寒い天気の日には ｢犬の皮の上衣｣ や ｢袴｣ を着用するとい
う (鳥居 1976：237)｡ ｢水が掛かっても耐える｣ からだという｡ この ｢合
羽｣ は背後に頭巾がついているものも間々あり, 冬でも子供たちは家の中
にいるときに着用する｡ だからこうしたイヌ皮の衣服は, 常に魚の臭いが
ついたり, 海豹の脂がしみついて実に不潔だと｡ ここでも, 防寒だけでな
く, 防水という観点からも評価されていたようである｡
鳥居はまた, 『新唐書』 掲載の ｢衣犬豕皮｣ という記事を紹介して, 済








かる｡ その毛皮は, ｢黒色や茶色などに染色して, ジャケット, トリミン
グ, 敷物｣ に用いられ, ヨーロッパにおいては, 中国産のそれが, ｢ごく
安価な実用的な毛皮のコートとして出回っている｣ という (中村・西川
1977：179)













ので, 勢ひ満蒙毛皮も其の高級に属するもの (単価十円以上見当) は大抵












明らかである｡ 小凌河流域にある錦州は, いうまでもなく ｢内蒙古｣ 地域
の物資が集散する要衝で, 現在も諸工業が盛んな遼寧省の代表的都市であ














ぐれていた｣ という (白楊会 1980：348)｡
1943年, ｢鐘淵紡績株式会社の受託に係る林野皮毛鳥獣の増殖に関する
試験に関聯して｣, ｢朝鮮総督府｣ 林業試験場が ｢朝鮮犬の改良及優良皮毛






報告においても, 結論として ｢朝鮮犬｣ は ｢中鮮以北産の犬毛皮は綿毛厚
く防寒其の他衣料用として他獣毛皮に劣らぬ実用価値｣ があると評価して
いる｡ 軍需のうちでも特に ｢航空用防寒被服資源として珍重され其の増産
に対する期待は時局下益々大を加へ｣ ているという (高木 1943：179)｡




が, 革として ｢衣料部分品｣ があげられており, 民需では, 毛皮として
｢擬毛皮 (灰色は狼, 白色は白狐, 赤褐は狐)・コートのトリミング・上服
の裏地・防寒用胴着・外套裏地・防寒帽・ハタキ (尾を使用す)｣ が, 革















ては最初の低翼単葉式で, 高く評価される名機であった｡ 1937 (昭和12)









寒さ対策が浮上した｡ よく知られているように, 気温は, 上空にゆくにつ












































きであろう｡ なにしろイヌの皮は, 春山行夫によれば ｢満洲国から出る犬
の皮が年産五十万枚に及｣ び, ｢毛皮の強さを試験する機械によって, 毛
皮を擦りへらしてみると, 普通の白兎を一として比較すると, 栗鼠は七,
満洲産の猫は一・五, 銀狐は二・四, 緬羊が七・三, 馴鹿が一六, 北海道
産の犬の皮が三十四に当るといふから, 犬の皮は大衆的であると同時に防










体験に基づく, 45年から, しばらく後までの, その街の状況のあれこれを
詳細に題材とする著作は, まことに興味深い｡
長山によれば, ウラーンバートルの行政区画は, ｢ホト｣ (市 qota)・
｢ホロ｣ (区 qoriy-a)・｢ホリン｣ (町 qorin)・｢ヘセグ｣ (分町 keseg)・
｢カシヤ｣ (隣り組 qasiy-a)・｢アイリ｣ (戸 ayil) からなる｡ こうした組織
には ｢供出割当｣ が ｢半強制的｣ に課せられるのであるが, 草原地帯の牧
民のあいだの割当競争が都市部にもひとしなみに行われることがあり, 品
目によっては, 都市住民の入手が困難なものもあった｡ 毛皮などはまさに
そうしたもので, 長山によれば, あるときヒツジ毛皮が２枚, イヌ毛皮が
１枚が割り当てられたことがあった｡ 困却した長山は, ヒツジ毛皮はなん
とか市場で現金で購入したが, イヌに関しては, ついに ｢カシヤの者達と
相談し一日野良犬狩をやる｣ ことになり, ｢漸く二頭, 殺してカシヤ一同









｢野良犬どもが, わが天下とばかりのさばり返って｣ おり, ｢野良犬はどこ
に隠れているのか, よく襲いかかって来る｣ (同前：341) ほどであるから,




て, 毛皮, 皮, 革, 革を原料とする製品, タンニン剤等の輸入, 配給消費
を統制し, 之等原料及び製品の価格を公定し, 配給関係の調整を図るため
毛皮皮革類統制法｣ が公布された｡ 同法のいう ｢毛皮とは, 犬, 緬羊又は
山羊の毛皮｣ を, ｢皮とは牛, 馬, 騾, 驢, 緬羊, 山羊又は豚の皮｣ を,
また ｢革とは牛馬, 驢, 緬羊, 山羊又は豚の皮を鞣製したもの｣ をさす
(同法第１条)｡ 同法施行の結果, 39年２月には毛皮統制組合, 満洲原皮統
制組合, 満洲豚皮統制組合の三者のみが毛皮・皮革の販売業者として指定
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